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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成30年11月29日(2018.11.29)

【公開番号】特開2016-164111(P2016-164111A)
【公開日】平成28年9月8日(2016.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-054
【出願番号】特願2015-208998(P2015-208998)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  51/00     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/26     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ   51/00     　　　Ｂ
   Ｃ０４Ｂ   35/26     　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｆ    1/34     　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｆ    1/34     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｆ    1/34     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月22日(2018.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｙ相六方晶フェライト材料にカリウムをドープするための方法であって、前記方法は、
　ｙ相ストロンチウム六方晶フェライト構造を有する高共振周波数六方晶フェライトを形
成するために、カリウムおよび三価イオンを含む三価イオン組成またはカリウムおよび四
価イオンを含む四価イオン組成で置換することとを含み、三価イオンが置換に用いられる
場合、前記高共振周波数六方晶フェライト組成はＳｒ２－ｘＫｘＣｏ２－ｘＭｘＦｅ１２

Ｏ２２であり、Ｍは任意の三価イオンであり、四価イオンが置換に用いられる場合、前記
高共振周波数六方晶フェライト組成はＳｒ２－２ｘＫ２ｘＣｏ２－ｘＮｘＦｅ１２Ｏ２２

であり、Ｎは任意の四価イオンであり、ｘは三価置換では０～１．５、四価置換では０～
０．７５である、方法。
【請求項２】
　Ｍは、Ｓｃ、Ｍｎ、Ｉｎ、Ｃｒ、Ｇａ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｙｂ、またはランタニドイ
オンのいずれかから成るグループから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｎは、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｓｎ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｈｆ、またはＴｂから成るグルー
プから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　カリウムイオンは、炭酸カリウムから生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、１ＧｈＺにおいて１未満の損失係数を有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｓｃ０．
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２５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｉｎ０．２５Ｆｅ１２Ｏ

２２の組成を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｓｃ０．５Ｆｅ

１２Ｏ２２またはＳｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｉｎ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　高周波動作において使用されるアンテナであって、
　高共振周波数六方晶フェライトを形成するために、カリウムおよび三価イオンを含む三
価イオン組成またはカリウムおよび四価イオンを含む四価イオン組成で置換されたｙ相ス
トロンチウム六方晶フェライト材料を備え、
　三価イオンが置換に用いられる場合は、前記高共振周波数六方晶フェライト組成はＳｒ

２－ｘＫｘＣｏ２－ｘＭｘＦｅ１２Ｏ２２であり、Ｍは任意の三価イオンであり、四価イ
オンが置換に用いられる場合は、前記高共振周波数六方晶フェライト組成はＳｒ２－２ｘ

Ｋ２ｘＣｏ２－ｘＮｘＦｅ１２Ｏ２２であり、Ｎは任意の四価イオンであり、ｘは三価置
換では０～１．５、四価置換では０～０．７５である、アンテナ。
【請求項９】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、１ＧｈＺにおいて１未満の損失係数を有する、
請求項８に記載のアンテナ。
【請求項１０】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｓｃ０．

２５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｉｎ０．２５Ｆｅ１２Ｏ

２２またはＳｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｓｃ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．５Ｋ

０．５Ｃｏ１．５Ｉｎ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有する、請求項８に記載のアンテナ
。
【請求項１１】
　カリウムがドープされたｙ相六方晶フェライト材料であって、
　高共振周波数六方晶フェライトを形成するために、カリウムおよび三価イオンを含む三
価イオン組成またはカリウムおよび四価イオンを含む四価イオン組成で置換されたｙ相ス
トロンチウム六方晶フェライト材料を含み、三価イオンが置換に用いられる場合は、前記
高共振周波数六方晶フェライト組成はＳｒ２－ｘＫｘＣｏ２－ｘＭｘＦｅ１２Ｏ２２であ
り、Ｍは任意の三価イオンであり、四価イオンが置換に用いられる場合は、前記高共振周
波数六方晶フェライト組成はＳｒ２－２ｘＫ２ｘＣｏ２－ｘＮｘＦｅ１２Ｏ２２であり、
Ｎは任意の四価イオンであり、ｘは三価置換では０～１．５、四価置換では０～０．７５
である、ｙ相六方晶フェライト材料。
【請求項１２】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、１ＧｈＺにおいて１未満の損失係数を有する、
請求項１１に記載のドープされたｙ相六方晶フェライト材料。
【請求項１３】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｓｃ０．

２５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｉｎ０．２５Ｆｅ１２Ｏ

２２の組成を有する、請求項１１に記載のドープされたｙ相六方晶フェライト材料。
【請求項１４】
　前記材料は、三価イオンで置換される、請求項１１に記載のドープされたｙ相六方晶フ
ェライト材料。
【請求項１５】
　前記材料は、四価イオンで置換される、請求項１１に記載のドープされたｙ相六方晶フ
ェライト材料。
【請求項１６】
　Ｍは、Ｓｃ、Ｍｎ、Ｉｎ、Ｃｒ、Ｇａ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｙｂ、またはランタニドイ
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オンのいずれかから成るグループから選択される、請求項１１に記載のドープされたｙ相
六方晶フェライト材料。
【請求項１７】
　Ｎは、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｓｎ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｈｆ、またはＴｂから成るグルー
プから選択される、請求項１１に記載のドープされたｙ相六方晶フェライト材料。
【請求項１８】
　前記高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｓｃ０．５Ｆｅ

１２Ｏ２２またはＳｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｉｎ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有す
る、請求項１１に記載のドープされたｙ相六方晶フェライト材料。
【請求項１９】
　前記材料は、三価イオンで置換される、請求項８に記載のアンテナ。
【請求項２０】
　前記材料は、四価イオンで置換される、請求項８に記載のアンテナ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　いくつかの実施形態では、高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．７５Ｋ０．２５

Ｃｏ１．７５Ｓｃ０．２５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｉ
ｎ０．２５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有することができる。いくつかの実施形態では、高共
振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｓｃ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２

またはＳｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｉｎ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有することがで
きる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　いくつかの実施形態では、高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．７５Ｋ０．２５

Ｃｏ１．７５Ｓｃ０．２５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｉ
ｎ０．２５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有することができる。いくつかの実施形態では、高共
振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｓｃ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２

またはＳｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｉｎ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有することがで
きる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　いくつかの実施形態では、高共振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．７５Ｋ０．２５

Ｃｏ１．７５Ｓｃ０．２５Ｆｅ１２Ｏ２２またはＳｒ１．７５Ｋ０．２５Ｃｏ１．７５Ｉ
ｎ０．２５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有することができる。いくつかの実施形態では、高共
振周波数六方晶フェライトは、Ｓｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｓｃ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２

またはＳｒ１．５Ｋ０．５Ｃｏ１．５Ｉｎ０．５Ｆｅ１２Ｏ２２の組成を有することがで
きる。
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